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実証的研究（兄井・船越，1992；清水ほか，1982：Van der Kamp and Masters, 2008；




















かめられている（Witt et al., 2012）．また，ハンドボールのゴールキーパーが，
両手を斜め 45 度に上げると，両手を上げないときよりも身体が大きく見え，ペ
ナルティーシュートにおいて，身体から遠い位置にシュートすることも明らか
にされている（Van der Kamp and Masters, 2008）．さらに，ゴルフにおいて，良
いプレーができた時には，カップを大きく知覚することも明らかにされている
（Witt et al., 2008）．このような事象は，ソフトボールやダーツ投げ，アメリカ
ンフットボールでも見られ，良いプレーの後では，ボール（Witt and Proffitt, 2005）































ら，運動パフォーマンスに影響を与えないのではないか（Otsuji et al., 2002; Sage, 



















































































カテゴリーとサブカテゴリー 項目数 カテゴリーとサブカテゴリー 項目数
１．知覚的錯覚
246 9
1 競技場所の広さ・大きさ 66 1 打球音 3
2 競技場所の明るさ 50 2 捕球音 1
3 競技場所の形状 39 3 声を出す 5
4 競技場所の高さ・深さ 32
5 屋内と屋外の違い 22 10
6 地面やフロアー・畳の状態 14 1 筋運動感覚残効 6





1 天気が良い 7 1 コンディション・調子が良い 67
2 天気が悪い 7 2 コンディション・調子が悪い 57
3 気温・水温 6 3 疲労 14
4 雨 6 4 集中 9
5 くもり 5 5 久しぶりのプレー 5
6 風 3 6 スランプ 3
7 霧 2
２）プレッシャー・緊張・不安 97
62 1 プレッシャー 23
1 用具の形状 43 2 緊張 13
2 用具の色 15 3 試合の雰囲気 13
3 用具の手入れ 4 4 攻守時の不安 11
5 失敗不安 10
170 6 勝敗に対する意識 9
1 身体的特徴 78 7 恐怖感 9
2 ユニフォーム 29 8 あきらめ 6
3 実力差 23 9 苦手意識 3
4 使用している用具の善し悪し 18
5 知名度 10 ３）他者の存在 35
6 技能差 9 1 観衆 12
7 年齢差 3 2 前の競技者の影響 9
3 協同 6
37 4 競争 5
1 見上げる・見下ろす 10 5 技能の優れた人を見ることによる影響 3
2 対象を見る位置 9 6 他者の行為を見ているのと自分で実施してみる
3 対象を見る角度 4 との違い 3
4 身体的な構えの高さ 4
5 視線の方向 4 ４）経験 18
6 動きながら見る 3 1 成功経験 3
7 水中での見え方 3 2 失敗経験 8
3 熟達 3
28 4 自信 2
1 ボールの飛んでくる高さ 9 5 他の競技との比較 2
2 ボールの飛んでくる方向 6
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⑤ inspection のときの注意が妨害されると残効は小さくなる 
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1. 4 筋運動感覚残効と運動パフォーマンスの関係 
 筋運動感覚残効は，運動パフォーマンスを向上させる一つの手段になるので
はないかとの関心から，古くから数多くの研究が行われている． 



















 加えて，より実際のスポーツに近づけた Lindeburg and Hewitt（1965）の実験
では，バスケットボールの練習で，重いチョッキを着せ，規格より大きなボー
ルを用いて行った群と，統制群との運動パフォーマンスを比較している．それ










ーバーロードの効果についても検討されている（Van Huss et al., 1962）．参加者
は，50 名の大学新人野球部員であった．この参加者に，通常の準備運動を行わ
せ，普通の重さのボール（5 オンス）で 10 投行った時の速度と正確さを測定し












（Otsuji, et.al., 2002）．この実験では，8 名の参加者が標準の重さである 920g の
バットを 5 回スイングした後，同じバットに 800g の重りをつけて 5 回スウィン
グし，さらに重りを外した標準の重さのバットを 5 回スイングすることが求め
























さらに，Southard and Groomer（2003）の研究では，同じように重い（56 オン
ス：約 1588g）のバットと軽いバット（12 オンス：約 34.00g）でウォーミング
アップした直後のスイングスピードを測定しているが，重いバットでウォーミ
ングアップした後のスイングスピードが，軽いあるいは標準（34 オンス：964g）



























は，標準の 4kg の砲丸を投げる前に，標準より少し軽い 3.75kg か，少し重い






































 Pelah and Barlow（1996）は，トレッドミルで 10 分以上走った後，動かない




 まず，参加者をトレッドミルで時速 10 km で 20 分間走らせた．その後，参加
者の正面の壁に映し出されたレーザーポインターの動き（右から左に 2.5m の距
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以下の図 1. 3 が，本研究の構成を概念化したものである． 
 
図 1. 3 本研究の構成の概念図 
 
  











古くから関心が寄せられ（Cratty, 1973），いくつか研究（Kim and Hinrichs, 2005, 
2008; Lindeburg and Hewitt, 1965; Nakamoto et al., 2012; Nelson and Lambert, 1965; 
Nelson and Nofsinger, 1965; Otsuji et al., 2002; Stockholm and Nelson, 1965; 吉岡，
1986）が行われている．例えば，重く大きなバスケットボールを使用した後で
は，壁パスの回数が増加すること（Lindeburg and Hewitt, 1965）や重い野球のバ
ットを振った後では， 打撃時のタイミング調整が困難になること（Nakamoto et 
al., 2012）が報告されている．また，トランポリン上で複数回跳躍した後で，垂
直跳びの運動パフォーマンスが低下すること（吉岡，1986）も確かめられてい
る．しかし，重く大きなバスケットボールでのシュート（Lindeburg and Hewitt, 
1965）や負荷をかけた肘の屈曲運動（Nelson and Lambert, 1965; Nelson and 
Nofsinger, 1965），加重したジャンプ運動（Stockholm and Nelson, 1965），重いバ











（DeRenne and Szymanski, 2009）．これらの研究では，重さの異なるバットを使
用することで筋運動感覚残効と同様の内容である筋運動感覚錯覚（kinesthetic 
illusion）が生じると言及されているが（DeRenne et al., 1992; Montoya et al., 2009; 
Reyes and Dolny, 2009; Southard and Groome, 2003; Szymanski et al., 2011, 2012），




準備運動した後，標準の重さのバットを振ると，高校生（DeRenne et al., 1992），




（Szymanski et al., 2012）．また，重すぎるバットでの準備運動よりも，標準の
重さやより軽いバットでの準備運動の方が，その後のバット速度が速くなるこ
とが確かめられており（Southard and Groome, 2003），他の研究（Montoya et al., 
2009）でも同様の結果が報告されている．加えて，バッティングのシミュレー
ション課題おいて，重さの異なるバットを使用した後では，バッティング動作
の時間的誤差が大きくなること（Scott and Gray, 2010）が報告されている．この
ように，重さの異なるバットを使用した準備運動は，スイング速度などの運動
パフォーマンスに良い影響または悪い影響を及ぼすことが多くの研究で報告さ
れている．その一方で，重さの異なる３つのバット（Reyes and Dolny, 2009）や
重さの異なる 10 の用具（Szymanski et al., 2011）を用いた準備運動の即時効果
































ない（Judge et al., 2012）．しかし，重量投げ（ハンマー投げよりもワイヤーが短
く，投てき物が重い競技）において，重い用具を投げた後に標準の重さの用具











































丸を投げ上げる動作（Judge et al., 2013），あるいは，反動を付けた垂直跳びやス
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3. 2 方法 
 
 3. 2. 1 参加者 





Lag Raising 検査：SLR 検査），走力（スタンディングポジションでの 30ｍ走ダ
ッシュ）であった． 
 
 3. 2. 2 砲丸の重さと場所 
 使用した砲丸の重さは，重いあるいは軽い砲丸を投げる前後のパフォーマン
スを測定するために行われた基準運動と後続運動では，4.0 ㎏であった．また，




重さである中学校女子の規格の 2.72 ㎏（6 ポンド），一般女子の規格の 4.0 ㎏及
び，高等学校男子の旧規格（ルールの変更により 2006 年より 6.0 ㎏に移行）の
5.45 ㎏（12 ポンド）に設定した．実験場所は，第 3 種陸上競技場の砲丸投げの
サークルであった． 
 






準のパフォーマンスを測定するために，基準運動では，4.0 ㎏の砲丸を 2 投行っ
た．次に，重さの異なる砲丸を投げる先行運動では，2.72 ㎏，4.0 ㎏あるいは
5.45 ㎏のいずれかの砲丸で 3 投行った．そして，重さの異なる砲丸を投げた後
のパフォーマンスを測定するために，後続運動では，4.0 ㎏の砲丸を 2 投行った．
この基準運動の 2 投と先行運動の 3 投，後続運動の 2 投の計 7 投を 1 セットと
して，先行運動の砲丸の重さを変えて，十分な休憩を挟んで，残り 2 セットを








た，先行研究では，5 段階（Nakamoto et al., 2012; Otsuji et al., 2002）や 11 段階
（Kim and Hinrichs; 2005）で，主観的判断を求めている．しかし，本研究では，
両極（軽い－重い，投げやすい－投げにくい）で判断させること，また，回答




































3. 3 結果と考察 


















次に，後続運動における砲丸の重さの主観的判断について，表 3. 2 に示した．
砲丸の重さの主観的判断について，2 要因分散分析を行った結果，砲丸の重さ
の主効果（F(2, 42)= 187.53, p< .01，ηp2=.89）及び交互作用（F(2, 42)=3.32, p< .05, 
ηp2=.14）が有意であった．単純主効果の検定を行った結果，砲丸の重さの要因
では，2.72 ㎏の単純主効果が有意であり，後続運動の 1 投目は，2 投目より大
きな値であった．また，投てき回数の要因では，1 投目（F( 2, 42)= 76.92, p< .01）
と 2 投目（F(2 , 42)= 182.43, p< .01）の単純主効果が有意であった．多重比較の
結果，すべての砲丸の重さの間で有意差が見られた．これらのことから，2.72
㎏の砲丸を投げた後の 1 投目は，2 投目よりも砲丸を重く感じるといえる．ま







2.72kg 5.8 ±1.1 5.2 ±0.8
4.0kg 4.0 ±0.6 4.0 ±0.7




また，後続運動における砲丸の投げやすさの主観的判断について，表 3. 3 に
示した．砲丸の投げやすさの主観的判断について， 2 要因分散分析を行った結







2.72kg 5.5 ±1.1 5.0 ±1.0
4.0kg 4.0 ±0.6 4.0 ±0.8




さらに，各運動における投てき距離の平均を，図 3. 1 に示した．基準運動と
後続運動の投てき距離について， 2要因分散分析を行った結果，砲丸の重さ（F(2, 
126)= 18.46, p< .01, ηp2=.47）及びその交互作用（F(6, 126)= 10.97, p< .01, ηp2=.34）
が有意であった．単純主効果の検定を行った結果，砲丸の重さの要因では，5.45






後続運動 1 投目（F(2, 126)= 28.33, p< .01）と 2 投目（F(2, 126)= 21.09 , p< .01）
の単純主効果が有意であった．多重比較の結果，後続運動（1，2 投目）では，
先行運動で 5.45 ㎏の砲丸を投げた後の投てき距離は，4.0 ㎏及び 2.72 ㎏の砲丸
を投げた後よりも長かった．これらのことから， 5.45 ㎏の砲丸を投げた後の投









































の向上を確認できなかった研究の結果（Lindeburg and Hewitt, 1965; Nelson and 
Lambert, 1965; Nelson and Nofsinger, 1965; Stockholm and Nelson, 1965; Kim and 












研究と同じく砲丸投げを運動課題とした研究（Judge et al., 2012; 西藤，1979）
では，重い砲丸を投げた後の投てき距離において，パフォーマンスの向上を確
認しておらず，本研究と異なるものである．この理由としては，参加者が異な





























 1) 先行運動で 5.45 ㎏の重い砲丸を投げると，後続運動において，砲丸を軽
く，投げやすく感じる筋運動感覚残効が生じ，投てき距離が長くなり，パフォ
ーマンスが向上した． 




































4. 2 方法 
 
 4. 2. 1 参加者 





垂直跳び，背筋力，握力（左右），柔軟性（Straight Lag Raising 検査：SLR），走
力（スタンディングポジションでの 30ｍ走ダッシュ）であった． 
 
 4. 2. 1 砲丸の重さと場所 
 使用した砲丸の重さは，重いあるいは軽い砲丸を投げる前後のパフォーマン
スを測定するために行われた基準運動と後続運動では，4.0 ㎏であった．また，




重さである中学校女子の規格の 2.72 ㎏（6 ポンド），一般女子の規格の 4.0 ㎏及
び，高等学校男子の旧規格（ルールの変更により 2006 年より 6.0 ㎏に移行）の
5.45 ㎏（12 ポンド）に設定した．実験場所は，第 3 種陸上競技場の砲丸投げの
サークルであった．  
 
4. 2. 2 手続き 






のパフォーマンスを測定するために，基準運動では，4.0 ㎏の砲丸を 2 投行った．
次に，重さの異なる砲丸を投げる先行運動では，2.72 ㎏あるいは，5.45 ㎏の砲
丸で 1，3，5 投のいずれかを行った．そして，重さの異なる砲丸を投げた後の
パフォーマンスを測定するために，後続運動では，4.0 ㎏の砲丸を 2 投行った．
この基準運動の 2 投と先行運動の 1，3，5 投，後続運動の 2 投を 1 セットとし
て，先行運動の先行運動の投てき回数を変えて，十分な休憩を挟んで，残り 2









た，先行研究では，5 段階（Nakamoto et al., 2012; Otsuji et al., 2002）や 11 段階
（Kim and Hinrichs; 2005）で，主観的判断を求めている．しかし，本研究では，
両極（軽い－重い，投げやすい－投げにくい）で判断させること，また，回答




































4. 3 結果と考察 


















次に，後続運動における砲丸の重さの主観的判断について，表 4. 2 に示した．
砲丸の重さの主観的判断について，2 要因分散分析を行った結果，砲丸の重さ





2.72kg 2.0 ±0.2 2.5 ±1.4 2.1 ±0.9















2.72kg 2.5 ±1.7 2.3 ±1.4 2.4 ±1.6




さらに，各運動における投てき距離の平均を，図 4. 1 に示した．基準運動と
後続運動の投てき距離について， 3要因分散分析を行った結果，砲丸の重さ（F(1, 
138)= 4.94, p< .05, ηp2=.18）及び，砲丸の重さと後続運動の投てき回数の交互
作用（F(3, 138)= 13.87, p< .01, ηp2=.38）が有意であった．単純主効果の検定を




の 1 投目は，基準運動の 1 投目よりも短かった． 
また，後続運動の投てき回数において，単純主効果の検定を行った結果，後
続運動の 1 投目（F(1，23)＝16.18, p<.01）と 2 投目（F(1，23)＝9.40, p<.01）で
有意であった．多重比較を行った結果， 5.45 ㎏の砲丸を投げた後の後続運動（1，










































































 1) 先行運動の投てき回数に関係なく，先行運動で 5.45 ㎏の重い砲丸を投げ
ると，後続運動において，砲丸を軽く，投げやすく感じる筋運動感覚残効が生
じ，投てき距離が長くなり，パフォーマンスが向上した． 































5. 2 方法 
 
5. 2. 1 参加者 





動能力は，垂直跳び，背筋力，握力（左右），柔軟性（Straight Lag Raising 検査），
走力（スタンディングポジションでの 30ｍ走ダッシュ）であった． 
 
5. 2. 2 砲丸の重さと場所 





である一般女子の規格の 4.0 ㎏，中学校男子の規格の 5.0 ㎏及び高等学校男子の
規格の 6.0 ㎏に設定した．実験場所は，第 3 種陸上競技場の砲丸投げのサーク
ルであった．  
 
 5. 2. 3 手続き 
 参加者は，ストレッチ運動などの準備運動を十分に行った後，4.0 ㎏の砲丸で
任意の回数，投てき練習を行った．その後，重さの異なる砲丸を投げる前の基




た．次に，基準運動として，4.0 ㎏の砲丸を 2 投行った後，先行運動として 4.0
㎏と 5.0 ㎏，6.0 ㎏のいずれかの砲丸で 3 投行った．その後，筋運動感覚残効と
パフォーマンスの経時的な変化を測定するために後続運動として，4.0 ㎏の砲丸
を 5 投行った．この基準運動の 2 投と先行運動の 3 投，後続運動の 5 投の計 10
投を 1 セットとして，先行運動の砲丸の重さを変えて，十分な休憩を挟んで，






た，先行研究では，5 段階（Nakamoto et al., 2012; Otsuji et al., 2002）や 11 段階
（Kim and Hinrichs; 2005）で，主観的判断を求めている．しかし，本研究では，
両極（軽い－重い，投げやすい－投げにくい）で判断させること，また，回答




































5. 3 結果と考察 





次に，後続運動における砲丸の重さの主観的判断について，表 5. 2 に示した．
砲丸の重さの主観的判断について，2 要因分散分析を行った結果，砲丸の重さ
（F(2, 120)= 65.00, p< .01ηp2=.81）と投てき回数（F(4, 120)= 13.86, p< .01, ηp2=.48）
の主効果及び交互作用（F(8, 120)= 4.94, p< .01）が有意であった．単純主効果の
検定を行った結果，砲丸の重さの要因では，6.0 ㎏（F(3, 13)= 6.41, p<.01）の単
純主効果が有意であった．多重比較の結果，1～3 投目は，4，5 投目よりも小さ
な値であった．また，投てき回数の要因では，全ての投てきの単純主効果（1
投目：F(2, 14)= 50.25, p< .01，2 投目：F(2, 14)= 126.65, p< .01，3 投目：F(2, 14)= 


















差が見られた．また，5.0 ㎏及び 6.0 ㎏の砲丸を投げた後の 3～5 投目では，4.0
㎏の砲丸を投げた後より，小さい値であった．これらのことから，5.0 ㎏及び






4.0kg 3.9 ±0.4 4.1 ±0.3 4.2 ±0.4 4.1 ±0.5 4.1 ±0.5
5.0kg 2.3 ±1.0 2.5 ±0.7 2.6 ±0.7 3.0 ±1.0 3.1 ±1.0
6.0kg 1.4 ±0.8 1.6 ±0.6 2.2 ±0.8 2.8 ±0.9 2.9 ±1.0
表5. 2　実験３の後続運動における砲丸の重さの主観的判断
1投目 2投目 3投目 4投目 5投目
 
また，後続運動における砲丸の投げやすさの主観的判断について，表 5. 2 に
示した．砲丸の投げやすさの主観的判断について，2 要因分散分析を行った結
果，砲丸の重さ（F(2, 120)= 30.56, p< .01, ηp2=.67）及び投てき回数（F(4, 120)= 4.17, 
p< .01, ηp2=.22）の主効果が有意であった．多重比較の結果，5.0 ㎏及び 6.0 ㎏の
砲丸を投げた後の投てきは，4.0 ㎏の砲丸を投げた後の投てきより，低い値であ
った．また，投てき回数間では，有意差は認められなかった．このことから，




4.0kg 4.1 ±0.3 4.1 ±0.3 4.1 ±0.3 4.2 ±0.5 4.2 ±0.5
5.0kg 2.0 ±1.3 2.3 ±1.1 2.6 ±1.2 2.9 ±1.1 2.7 ±1.4
6.0kg 2.3 ±1.7 2.1 ±1.5 2.1 ±0.8 2.4 ±1.1 2.6 ±1.2
表5 .3　実験３の後続運動における砲丸の投げやすさの主観的判断









10)= 5.50, p<.01）及び 6.0 ㎏（F(6, 10)= 3.90, p<.05）で有意であった．多重比較
の結果，5.0 ㎏及び 6.0 ㎏の砲丸を投げた後の後続運動の 1 投目の投てき距離は，
基準運動の 1 及び 2 投目の投てき距離よりも長かった．加えて，各運動の投て
き回数では，基準運動の 2 投目（F(2, 14)= 4.34, p< .05）及び後続運動の 1 投目
（F(2, 14)= 15.86, p< .01）の単純主効果が有意であった．多重比較の結果，基準
運動の 2 投目では，先行運動で 4.0 ㎏を投げる場合の投てき距離は，5.0 ㎏を投
げる場合の投てき距離より長かった．また，後続運動の 1 投目では，5.0 ㎏及び
6.0 ㎏の砲丸を投げた後の投てき距離は，4.0 ㎏の砲丸を投げた後よりも長かっ
た．これらのことから，基準運動の 2 投目では，先行運動で 4.0 ㎏と 5.0 ㎏の砲
丸を投げる場合で，投てき距離に違いが見られたが，5.0 ㎏及び 6.0 ㎏の砲丸を








































































































6. 2 方法 
 
6. 2. 1 参加者 





垂直跳び，背筋力，握力（左右），柔軟性（Straight Lag Raising 検査：SLR），走
力（スタンディングポジションでの 30ｍ走ダッシュ）であった． 
 
6. 2. 2 砲丸の重さと場所 





である一般女子の規格の 4.0 ㎏，中学校男子の規格の 5.0 ㎏及び高等学校男子の
規格の 6.0 ㎏に設定した．実験場所は，第 3 種陸上競技場の砲丸投げのサーク
ルであった．  
  
6. 2. 3 手続き 
 参加者は，ストレッチ運動などの準備運動を十分に行った後，4.0 ㎏の砲丸で
任意の回数，投てき練習を行った．その後，重さの異なる砲丸を投げる前の基





た．次に，基準運動として，4.0 ㎏の砲丸を 2 投行った後，先行運動として 6.0
㎏の砲丸で 3 投行った．その後，後続運動として 4.0 ㎏の砲丸を 2 投行った．
その際，先行運動から後続運動までの時間間隔を，直後（実験１及び２と同じ
く無理のない程度で連続した），1 分間，3 分間の３つを設定し，いずれかの時
間間隔後に後続運動を行った．基準運動の 2 投と先行運動の 3 投，後続運動の
2 投の計 7 投を 1 セットとして，先行運動から後続運動までの時間間隔を変え







た，先行研究では，5 段階（Nakamoto et al., 2012; Otsuji et al., 2002）や 11 段階
（Kim and Hinrichs; 2005）で，主観的判断を求めている．しかし，本研究では，
両極（軽い－重い，投げやすい－投げにくい）で判断させること，また，回答






































6. 3 結果と考察 


















次に，後続運動における砲丸の重さの主観的判断について，表 6. 2 に示した．
砲丸の重さの主観的判断について，2 要因分散分析を行った結果，時間間隔（F(2, 
52)= 17.06, p< .01, ηp2=.40）の主効果のみが有意であった．多重比較の結果，直
後は，1 分後，3 分後よりも有意に低い値であった．このことから，先行運動の
直後の投てきでは，1 分後，3 分後よりも砲丸を軽く感じているといえる． 
 
時間間隔
直後 2.0 ±0.9 2.1 ±0.9
1分後 2.7 ±0.8 2.8 ±0.7















直後 2.7 ±1.5 2.7 ±1.2
1分後 2.7 ±1.1 2.9 ±0.9




さらに，各運動における投てき距離の平均を，図 6. 3 に示した．基準運動と
後続運動の投てき距離について，2 要因分散分析を行った結果，投てき回数（F(3, 































































































































きなかった研究の結果（Lindeburg and Hewitt, 1965; Nelson and Lambert, 1965; 
Nelson and Nofsinger, 1965; Stockholm and Nelson, 1965; Kim and Hinrichs; 2005, 























げた後の投てき距離を検討している研究では（Judge et al., 2012; 西藤，1979），
パフォーマンスの向上を確認していない．しかし，重量投げ（ハンマー投げよ
りもワイヤーが短く，投てき物が重い競技）においては，重い用具を投げた後























上から後ろ向きに砲丸を投げ上げる運動（Judge et al, 2013），あるいは，反動を






10 秒の最大筋力発揮を行うと 10 分程度継続すると考えられる．ところが，最
大筋力発揮直後は，筋が疲労しているため，活動後増強がそれほど見られず，
疲労の回復に伴って増強効果が顕著に見られ（Docherty et al., 2004），パフォー
マンスの向上は，疲労と活動後増強のバランスに依存すると考えられている
（Tillin and Bishop, 2009）．この活動後増強にとって，最適な準備運動から後続
運動までの時間間隔（リカバリー時間）は， メタ分析の結果では，7～10 分間





隔の違いによる投てき距離の差は見られず，直後，1 分後及び 3 分後でも向上
していた（実験４：図 6.1）．これらの結果は，最大筋力発揮直後では活動後増
進は，それほど見られず，筋力発揮の向上は，疲労の回復に伴って見られ
（Docherty et al., 2004），最適なリカバリー時間は 10 分前後（DeRenne, 2010; 
















れている（Witt et al., 2012）．また，これらの研究とは逆に，良いパフォーマン
スを発揮することにより，当該状況を運動遂行にとって有利に知覚することが，
いくつかの研究で報告されている．例えば，ゴルフにおいて，良いプレーがで
きた時には，カップを大きく知覚することが確かめられている（Witt et al., 2008）．
このような事象は，ソフトボールやダーツ投げ，アメリカンフットボールでも
見られ，良いプレーができた時には，ボール（Witt and Proffitt, 2005; Witt and 





























































































































































い（Judge et al., 2012）．しかし，重量投げ（ハンマー投げよりもワイヤーが短く，
投てき物が重い競技）において，重い用具を投げた後に標準の重さの用具を投

























































































































Anstis, S. (1995) Aftereffects from jogging. Experiment Brain Research, 103, 476–
478. 
Brose, D. E., and Hanson, D. L. (1967) Effects of overload training on velocity 
accuracy of throwing. Research Quarterly, 38, 528-533. 
チェルニコワ：樹下 節訳（1960）スポーツマンの心理学．ベースボール・マ
ガジン社：東京，pp．134-135． 
Cratty, B. J. (1973) Movement behavior and motor learning (3rd ed.). Lea & Febiger: 
Philadelphia. 
Cratty, B. J., and Amatelli, F. E. (1969) Figural aftereffects elicited by gross action 
patterns: the role of kinesthetic aftereffects in the arm-shoulder musculature. 
Research Quarterly, 40, 23-29. 
Cratty, B. J., and Duffy, K. E. (1969) Studies of movement aftereffects. Perceptual and 
Motor Skills, 29, 843-860. 
 
    文献 
89 
 
Cratty, B. J., and Hutton, R. S. (1964) Figural aftereffects resulting from gross action 
patterns. Research Quarterly, 35(2): 116-125. 
DeRenne, C. (1982). Increasing bat velocity. Athletic journal (March), 28–31. 
Coren and Girgus (1978) Seeing is Deceiving: The psychology of visual illusion. 
Lawrence Erlbaum Associates, Hillsdale. 
DeRenne, C. (2010). Effects of postactivation potentiation warm-up in male and 
female sport performances: A brief review. Strength and Conditioning Journal, 
32, 58-64. 
DeRenne, C. and Branco, D. (1986). Overload or underload in your on-deck 
preparation? Scholastci Coach (February). 32, 69, 1986. 
DeRenne, C., Ho, K. W., Hetzler, R. K. and Chai, D. X. (1992). Effects of warm-up 
with various weighted implements on baseball bat swing velocity. Journal of 
Applied Sport Science Research, 6, 214–218. 
DeRenne, C. and Szymanski, D. J. (2009). Effects of baseball weighted implement 
training: A brief review. Strength and Conditioning Journal, 31, 30-37. 
Docherty, D, Robbins, D, and Hodgson, M. (2004). Complex training revisited: A 
review of its current status as a viable training approach. Strength and 































乾 敏郎（1995）知覚と運動．乾 敏郎（編）認知心理学 1 知覚と運動．東京
大学出版会，Pp. 1-13. 
Judge, L. W. (2009).The application of post-activation potentiation to the track and 
field thrower. Journal of Strength and Conditioning Research, 31, 34-36. 
Judge, L. W., Bellar, D.,  Craig, B., Gilreath, E., Cappos, S. and Thrasher, A. (2013). 
The influence of post activation potentiation on shot put performance of 
 
    文献 
91 
 
collegiate throwers. Journal of Strength and Conditioning Research, Aug 12. 
Judge, L. W., Bellar, D. and Judge, M. (2010) Efficacy of potentiation of performance 
through overweight implement throws on male and female high-school weight 
throwers. Journal of Strength and Conditioning Research, 24, 1804-1809. 
Judge, L. W., Bellar, D., Judge, M., Gilreath, E., Bodey, K. J. and Simoni, L. (2012).  
Efficacy of potentiation of performance through over weight implement throws 





勝部篤美（1981）スポーツの場における認知の問題 勝部篤美・粂野 豊編 コ
ーチのためのスポーツ人間学．大修館書店：東京，pp．21-30． 
木寺英史（2011）錯覚のスポーツ身体学．東京堂出版：東京． 
Kim, Y. and Hinrichs, R. N. (2005). Does warming up with a weighted bat help or hurt 
bat speed in baseball? Paper presented at the XXth Congress of International 
Society of Biomechanics (ISB) and 29th American Society of Biomechanics 
(ASB) Annual Conference, Cleveland, OH. 
Kim, Y. and Hinrichs, R. N. (2008). A new approach to baseball bat swing warm-up. 
Paper presented at the International Conference on Biomechanics in Sports 











Lindeburg, F. A. and Hewitt, J. F. (1965). Effect of oversized basketball on shooting 








増井 透（1994）知覚と認知．大山 正他編 新編感覚・知覚心理学ハンドブ
ック．誠信書房：東京，pp. 233-260． 
松井三雄（1930）体育心理学．目黒書店：東京，pp．147-148． 
Michael, E., Skubic, V., and Rochelle, R. (1957) Effect of warm-up on softball throw 
for distance. Research Quarterly, 28, 357-363. 
Montoya, B. S., Brown, L. E., Coburn, J. W. and Zinder, S. M. (2009). Effect of 
warm-up with different weighted bats on normal baseball bat velocity. Journal 

















Nakamoto, H., Ishii, Y., Ikudome, S. and Ohta, Y. (2012). Kinesthetic aftereffects 
induced by a weighted tool on movement correction in baseball batting. Human 
Movement Science, 31, 1529-1540. 
Nelson, R. C. and Lambert, W. (1965). Immediate aftereffect of overload on resisted 
and nonresisted speeds of movement. Research Quarterly for Exercise and 
Sport, 36, 296–306. 
Nelson, R. C. and Nofsinger, M. R. (1965). Effect of overload on speed of elbow 
flexion and the associated aftereffects. Research Quarterly for Exercise and 
Sport, 36, 174–182. 
Nakamoto, H., Ishii, Y., Ikudome, S. and Ohta, Y. (2012). Kinesthetic aftereffects 
induced by a weighted tool on movement correction in baseball batting. Human 





Otsuji, T., Abe, M. and Kinoshita, H. (2002). After-effects of using a weighted bat on 
subsequent swing velocity and batters’perceptions of swing velocity and 
heaviness. Perceptual and Motor Skills, 94, 119–126. 
 
    文献 
94 
 
Pacheco, B. A. (1957) improvement in jumping performance due to preliminary 
exercise. Research Quarterly, 28, 55-63. 
Pelah, A. and Barlow, H. B. (1996) Visual illusion from running. Nature, 381, 283. 
Proffitt, D. R. (2006). Embodied perception and the economy of action. Perspectives 
on Psychological Science, 1, 110–122. 
Pohl, R. F. (2004). Introduction: cognitive illusions. In R. F. Pohl (Ed.), Cognitive 
illusions: A handbook on fallacies and biases in thinking, judgment and 
memory. Oxford University Press: Oxford, pp.1-20. 
Reyes, G. F. and Dolny, D. (2009). Acute effects of various weighted bat warm up 
protocols on bat velocity. Journal of Strength and Conditioning Research, 23, 
2114–2118. 
Rieser, J. J., Pick, H. L. Jr, Ashmead, D. H. and Garing, A. E.  (1995) Calibration of 
human locomotion and models of perceptual-motor organization. Journal of 
experimental Psychology: Human Perception and Performance, 21, 480–497. 
Robbins, D. W. (2005). Postactivation potentiation and its practical applicability: a 
brief review. Journal of Strength and Conditioning Research, 19, 453-458. 
Rochelle, R. Skubic, V., and Michael, E. (1960) Performance as affected by incentive 
and preliminary warm-up. Research Quarterly, 31, 499-504. 
Sage, G. H. (1971) Introduction to motor behavior: a neuropsychological approach. 
Addison - Wesley Publishing Company: Massachusetts. 
Sage, G. H. (1984) Motor learning and control: a neuropsychological approach. Wm. C. 
Brown Publishers: Iowa. pp. 190-192. 
西藤宏司（1979）実験投擲学：新体育学体系第 28 巻．逍遙書院：東京． 
Sale, D. G. (2002). Postactivation potentiation: role in human performance. Exercise 
Sport Science Review, 30, 138-143. 
 





Scott, S. and Gray, R. (2010). Switching tools: Perceptual-motor recalibration to 
weight changes. Experimental Brain Research, 201, 177–189. 
Shebilske, W. L. (1984) Context effects and Efferent Factors in Perception. In Prinz, W. 
& Sanders, A.F. (Eds) Cognition and Motor Processes, Berlin, Springer Verlag, 
pp. 99-119. 
Shebilske, W. L. (1986) Baseball batters support an ecological efference mediation 





館書店：東京，pp．153-155．＜Singer, R. N. (1980) Motor learning and human 
performance. Third edition. Macmillan Publishing Co.: New York.＞ 
Southard, D., and Groomer, L. (2003) Warm-up with baseball bats of varying moments 
of inertia: effect on bat velocity and swing pattern. Research Quarterly Exercise 
and Sport. 74, 270-276. 
Southard, D. and Groomer, L. (2003). Warm-up with baseball bats of varying moments 
of inertia: Effect on bat velocity and swing pattern. Research Quarterly for 
Exercise and Sport, 74, 270–276. 
Stockholm, A. J. and Nelson, R. (1965). The immediate after-effects of increased 
resistance upon physical performance. Research Quarterly, 36, 337–341. 
Stones, M. J (1980). Running under condition of visual input attenuation. International 
Journal of Sport Psychology, 11, 172-179. 
 
    文献 
96 
 
Straub, W. F. (1968) Effect of overload training procedures upon velocity and accuracy 
of the overarm throw. Research Quarterly, 39, 370-379. 
末利 博（1960）体育心理学（下）．逍遙書院：東京，pp．62-89． 
末利 博（1990）運動学習の心理学．不昧堂出版：東京，pp．136-168． 
Szymanski, D. J., Beiser, E. J., Bassett, K. E., Till, M. E., Medlin, G. L., Beam, J. R. 
and DeRenne, C. (2011). Effect of various warm-up devices on bat velocity of 
intercollegiate baseball players. Journal of Strength and Conditioning Research, 
25, 287–292. 
Szymanski, D J., Bassett, K. E., Beiser, E. J., Till, M. E., Medlin, G. L., Beam, J. R. 
and Serene, C. (2012). Effect of various warm-up devices on bat velocity of 





Terzis. G., Karampatsos, G., Kyriazis, T., Kavouras, S. A. and Georgiadis, G. (2012). 
Acute effects of countermovement jumping and sprinting on shot put 
performance. Journal of Strength and Conditioning Research, 26, 684-690. 
Tillin, N. A. and Bishop, D. (2009). Factors modulating post-activation potentiation 
and its effect on performance of subsequent explosive activities. Sports 
Medicine, 39, 147-166. 
Vasiliev, L. A. (1983) Use of different weight to develop specialized  speed-strengt. 
SovietSportsReview, l8, 49-52. 
van der Kamp, J., and Masters, R. S. W. (2008). The human Müller-Lyer illusion in 
goalkeeping. Perception, 37, 951-954. 
 
    文献 
97 
 
Van Huss, W. D., Albrecht, L., Nelson, R., and Hagerman, R. (1962) Effects of 
overload warm-up on the velocity and accuracy of throwing. shooting Research 




Wesp, R., Cichello, P., Grazia, E. B. and Davis, K. (2004). Observing and engaging in 
purposeful actions with objects influences estimates of their size. Perception 
and Psychophysics, 66, 1261-1267. 
Wilson, J. M., Duncan, N. M., Marin, P. J., Brown, L. E., Loenneke, J. P., Wilson, S. 
M., E. Jo., Lowery, R. P. and Ugrinowitsch, C. (2013). Meta-Analysis of 
Postactivation Potentiation and Power: Effects of Conditioning Activity, 
Volume, Gender, Rest Periods, and Training Status. The Journal of Strength and 
Conditioning Research, 2, 854-859. 
Witt, J. K. (2011). Action's effect on perception. Current Directions in Psychological 
Science, 20, 201-206. 
Witt, J. K., and Sugovic, M. (2010). Performance and ease influence perceived speed. 
Perception, 39, 1341-1353. 
Witt, J. K. and Proffitt, D. R. (2005). See the ball, hit the ball: Apparent ball size is 
correlated with batting average. Psychological Science, 16, 937-938. 
Witt, J. K. and Proffitt, D. R. (2008).Action-specific influences on distance perception: 
A role for motor simulation. Journal of Experimental Psychology: Human 
Perception and Performance, 34, 1479-1492 
Witt, J. K., Linkenauger, S. A., Bakdash, J. Z., Proffitt, D. R.(2008). Putting to a bigger 
hole: Golf performance relates to perceived size. Psychonomic Bulletin and 
 
    文献 
98 
 
Review, 15, 581-585. 
Witt, J. K., and Dorsch, T. (2009) Kicking to bigger uprights: Field goal kicking 
performance influences perceived size. Perception, 38, 1328- 1340. 
Witt, J. K., Linkenauger, S. A., and Proffitt, D. R. (2012). Get me out of this slump! 














福岡教育大学紀要第 54 号第 5 分冊：25-32． 
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